
副会長　大 野 眞 一来訪者紹介

山内登様（西尾張分区ＩＭ実行委員長）
犬飼万寿男様（分区幹事）
瀧本昌人様

『忘年会』

皆様こんにちは。本日は、西尾張分区より、

犬飼分区幹事、山内ＩＭ実行委員長がゲストで

お見えになりました。ようこそお越しいただき

ました。後程、ＩＭについてお話しいただきま

す。また、当クラブの瀧本君の甥である瀧本昌

人さんが例会を見学に来ていただきました。も

ちろんロータリー入会候補です。後程ご挨拶を

宜しくお願い致します。

先週末のクリスマス家族会は大いに盛り上が

りました。サンタクロース役の平岩君が大変は

まり役で、子供たちに好かれていて良かったで

す。来年も必ずオファーが来ると思います。覚

悟しといたほうがよいと思います。また、富田

親睦委員長はじめ、裏で支えて下さった皆様あ

りがとうございました。感謝申し上げます。

「奉仕の理想」

ソングリーダー　野 田 和 正唱 和

会　長　太 田 吉 宣点 鐘

2015年12月16日　第１５１９回　例 会

名鉄グランドホテル

　　司　　　会　　会場委員長　魚 住 尚 三

会　長　太 田 吉 宣会 長 挨 拶

会員増強・新クラブ結成
推進月間

太田会長　会長挨拶

次回のお知らせ　　（１月13日）

職場例会
ポッカサッポロフードビバレッジ

担当／職業奉仕委員会

（1521回）

本日のお知らせ　　（１月６日）

第７回定例理事会（11:30 ～）
今月のお祝い

卓 話「新春雑談」
講師／西村壽凰（利夫）君

会場／ＣＢＣ自動車学校

担当／会長、幹事、会場委員会

（1520回）
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１．ロータリー財団補助金管理セミナー開催に

ついて。

　　2760地区より出席依頼がありました。2016

年２月19日(金)名古屋東急ホテルにてＰＭ

12:00よりとなっております。中村会長エ

レクト、松尾副幹事、出席宜しくお願い致

します。

２．次回の例会について。

　　次回の例会は来年の１月６日(水)で会場は

ＣＢＣ自動車学校となっております。また

第７回定例理事会がＡＭ11:30よりござい

ますので出席頂けます様、宜しくお願い致

します。

３．最後に。

　　本日は今年最後の例会となります。皆様良

いお年を、お迎え頂ければと思います。

委員長　今 村 康 宏出 席 報 告

尾西ＲＣ　山内様・犬飼様

　ＩＭのお知らせに貴クラブを訪問させていた

だいた喜びとして。

太田（吉）君　本日は西尾張分区より犬飼様、

山内実行委員長様、ようこそお越し頂きまし

た。クリスマス家族会大変楽しかったです。

お世話になりました。

山下君　済衆館に母がお世話になりました。今

村君よろしく。

平野君　ＲＣ事務所を約11年、ご利用いただ

き有り難うございました。年末家族会でお世

話になりました。公務多忙。

片山君　先日の年末家族会楽しい一夜でした。

会長、幹事、親睦、ＳＡＡの皆様、お世話に

なりました。

瀧本君　甥の瀧本昌人を紹介させて頂きます。

檜吉君　一年間ありがとう御座居ました。

野田君　太田会長、鈴木幹事、熊澤さん、先日

はありがとうございました。太田会長ご夫婦

には、家まで送って頂き恐縮しております。

冨田君　先日のクリスマス家族会、皆様ありが

とうございました。	

魚住君　家族会、ありがとうございました。楽

しい時間を過ごすことができました。

今村君　今月、欠席多く申し訳ありません。本

日、拙い卓話ですが宜しくお願いいたしま

す。来年も色々とご指導下さい。

太田（利）君　家族会おみやげありがとうござ

いました。欠席しましてごめんなさい。

黒野君　今年最後の例会、一年は早いもので今

年もお世話になりました。来年もよろしく。	

委員長　黒 野 明 彦ニコボックス

第1519回
会員数：31名 出席数：22名 出席率：81.0％
前々回第1517回　修正出席率：89.7％

幹　事　鈴 木 雅 貴幹 事 報 告12月もちょうど中旬に入り忘年会のシーズ

ンになりました。すでに終わった方、これから

という方、もしくは『今年はちょっと…』とい

う方、色々かと思います。忘年会は、無礼講と

言いつつみんなで盛り上がるのが普通ですが、

その起源をさかのぼると、全く様子が違うよう

です。

そもそもの起源は平安時代にさかのぼると

言われており、年末に行われていた『霊祭り』

という儀式がこれにあたると言われています。

『霊祭り』は神々や先祖に感謝し、その魂を祀

る行事を言います。そこで使われるお供え物を

食べることで、人間と神々が一体になれると考

えられていました。これが現在の忘年会に繋

がったというわけです。

その後、鎌倉時代では、『年忘れ』の会が、江

戸時代では、茶会がそれにあたるそうですが、

今とは少し違う形でした。現在のような形に

なったのは、明治以降で、官僚や学生の間で、

にぎやかに宴会が開かれていたようです。政府

官僚は、ボーナスが出た頃、学生たちは、帰省

を前に仲間と宴会を行っていたそうです。この

頃に、今と変わらない忘年会が定着したようで

す。ちなみに、文献上初めて忘年会という言葉

が出たのも、明治の文豪、夏目漱石の『吾輩は

猫である』で、『忘年会』という言葉に何の注釈

も付けられていないことから、かなり普及して

いたと考えられます。

以上が、現在の忘年会に至る過程ですが、時

代によってさまざまな形があったようです。現

代では、一体感を表現し、確認する場として、

忘年会は、機能しているとも言われています

が、やはり楽しく過ごす忘年会が一番いいよう

な気がします。ただ、一年の出来事を忘れてし

まうのでは無く、お互いを労いながら一年を振

り返って、新しい年を良いものに変えていける

様にしたいですね。

本日は、今年最後の例会です。忘年会等で、

飲みすぎ食べ過ぎには注意してください。また

気が急く時期ですので交通安全にも気を配って

いただきますよう宜しくお願いいたします。

最後になりましたが、本日今村君の会員卓話

がございます。楽しみにしております。どうぞ

よろしくお願いいたします。
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〇職場奉仕委員会　平野委員長

　職場見学案内及び参加依頼

委員会報告

卓 話

《 第1519例会　ニコボックス 》
寄 付 会 員 数
本 日 の 合 計 額
本日までの累計額

12名
54,000円
771,000円

ＲＣに入会させていただき多くのことを学ばせて頂いています。いつも本当にありがと

うございます。

今回、「組織のコンフリクトマネジメント」、すなわち組織で発生する様々な紛争に対応

するにはどうするか、ということについて私なりの考察を申し上げたいと思います。

突然ですが、田中角栄の名言の一つに、「グレーゾーンにこそ真理がある」というのがあ

ります。まさに、組織での紛争はこの「業務のグレーゾーン」についての仕置きの仕方に左

右されると思います。

２月６日　ニューグランドホテルにて開催の
案内及び参加依頼

右：西尾張分区ＩＭ実行委員長　山内登様
左：分区幹事　犬養万寿男様

左：ゲスト　瀧本昌人様
右：紹介者　瀧本　守君

組織の
コンフリクト・マネジメントについて

出席委員会委員長　今村康宏君
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平成28年１月のお祝い

☆誕生日祝福
１日 瀧本　守君
６日 赤堀博宣君
15日 沖野　満君

☆会員夫人誕生日祝福
25日 太田美咲さん
27日 辻　明江さん

☆在籍表彰
野田和正（９年）

ドラッカーは組織運営を語るとき、「病院」と「オーケストラ」をよく引き合いに出しま

す。両者に共通するのは様々な専門職集団が集まった連合体であるということです。リ

カートという人は専門集団を「部族」と呼びます。病院でいえば医者部族、看護部族、な

どなど。そこに部族間闘争が生まれるわけです。

私は、それぞれの部族の長というべき中間管理職の諸氏がこういった紛争を解決する

キーマンだと思います。彼らを、部族を連結する要として機能できるようにし、いろい

ろな職種の協力関係を強化することが、当院の「すべての病気の段階に対応する、患者

さんにやさしい医療」に直結します。これが中間管理者研修では最大のテーマです。当

院では来年３月から新棟が稼働するほか、様々な変化が目白押しです。しかしこの部分

をしっかりしておかないと、図体が大きくなった分だけ根底からぐらついて崩壊するこ

とになってしまいます。

わたしがこの研修でとくに大切にしたいと思うのは、「お互いさまの気持ち」です。こ

れは以前ＲＣ家族会で見学させていただいた近江商人の「三方よし」の精神に通じます。

私はこれをいつも従業員に言っています。職員同士の雰囲気がよく、円滑に業務が回れ

ば、自然に患者さんに対してゆとりをもって愛情を注げるようになり、患者さんの満足

度も上がると信じています。

古代中国、殷王朝の建国に最大の功績のあった伊尹という宰相は、その功績とその後

の政治のうまさで人々に尊敬され、「阿衡」という称号をもらったといいます。「秤のよ

うな人」という意味だそうですが、仏教も儒教もキリスト教もなかったはるか昔に、平

衡感覚こそが最高の人間の資質とされたことは注目に値します。最近はこのような良い

バランス感覚を持った人が実に少ないと思います。もちろん自分も人のことは言えませ

ん。これからもＲＣの素晴らしい経営者の先輩方に色々ご指導いただき、こういった人

間力を磨いていきたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。
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